
国土交通省では、平成22年から国土交通省が管理する新潟県内の国道を
対象に、事故の危険性が高い区間を選定し「事故ゼロプラン（事故危険区間
重点解消作戦）」に位置付け、重点的・集中的に対策を行っているところです。

この度、「令和２年度 道路安全性検討委員会」を開催し、事故危険区間に
ついて、1３区間の対策完了、12区間の追加選定が承認されました。引き続
き事故ゼロを目指して、残る181区間の対策を進めていきます。

平成22年の取り組み開始から、これまでに事故危険区間215区間の対策が
完了したこと等により、死傷事故件数が約65%減少しました。

令和元年度末
182区間

令和２年度
事故対策完了
13区間

令和２年度
追加選定
12区間＋－＝

令和２年度末における事故危険区間

＊県内直轄国道における死傷事故件数 平成22年 1,637件→令和元年 565件（約65%減少）

令和２年度は事故危険区間１３区間の対策が完了
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令和２年度末

181区間

事故ゼロプラン
〈事故危険区間重点解消作戦〉

事故危険区間マップや
事故対策例などを掲載。
アンケートも実施中！

詳細はHPで！

https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/jikozero_enquete/
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■ 「道路安全性検討委員会」は、新潟県内における国土交通省が管理する国
道の安全性について、県民や道路利用者と共通認識を図るためのプロセス及
び要対策区間（リスト）の検討を行うこと等を目的としています。

『道路安全性検討委員会』とは

■今年度の委員会では、事故対策を実施した区間の効果検証や最新事故
データ及びアンケート結果を踏まえた事故危険区間の選定等について、
審議を行いました。

道路安全性検討委員会 委員名簿 （五十音順・敬称略）

※ ○ ：委員長
※ この他、行政機関の関係者が委員となります。
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日 時： 令和３年２月８日（月） １０時３０分～

会 場： 新潟国道事務所 ２階 大会議室（新潟県新潟市中央区南笹口２－１－６５）

内 容：（１）事故ゼロプランの取組状況
（２）今年度の検討事項（重大事故に関する分析について）
（３）生活道路の交通安全の確保に向けた取組 等

みなみ ささ ぐち

※本委員会は、Web会議形式併用により開催しました。

【令和２年度道路安全性検討委員会の開催概要】



●事故対策完了区間の位置図 １３区間

事故データに基づく選定区間 ７区間

地域の声に基づく選定区間 ６区間

国道８号 堺西交差点

国道７号 明石一

国道７号 高浜入口交差点付近

国道７号 船戸地区

国道８号 三条市直江町２丁目交差点

国道７号 蛇ノ沢洞門～朝日トンネル

国道８号 新組北交差点

国道８号 新組南交差点

国道８号 川崎五丁目～愛宕交差点

国道１７号 南魚沼市川窪地先

国道１７号 高畑交差点

国道８号 竹鼻

国道８号 有間川～間脇

あかしいち

じゃのさわどうもん あさひ

ふなと

たかはまいりぐち

しんぐみみなみ

かわさきごちょうめ あたご

たかばたけ

みなみうおぬましかわくぼ

さかいにし

しんぐみきた

たけがはな

ありまがわ まわき

さんじょうしすぐえちょうにちょうめ
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（１）事故データに基づく選定区間 【国道７号 高浜入口交差点付近】

Plan 問題の把握と対策立案

Do 対策実施 （H29年）

至新潟市

左折車線設置（H29）

効果の検証Check

＜事故データによる評価＞

・対策実施後、死傷事故は発生していない。
（対策前（登録当初）7.75件/年→対策後0.00件/年 （100%減少）
・対策後の事故データは「事故データに基づく選定条件」に非該当。
・卓越していた追突事故は対策後発生していない。

◆ 対策前後の事故件数 ※R1は暫定値

◆ 卓越事故の事故件数変化◆ 対策後の事故データ（代表区間）

死
傷
事
故
件
数
（
件
）

対策前（登録時）
平均7.75件/年

対策後平均
0.00件/年

対策実施

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年
）

事故件数
（件/年）

死傷事故率
（件/億台km）

０．００ ０．０

進捗状況の判定Action

卓越していた追突事故をはじめ、当該区間の死傷事故件数が減少し、「事故
データに基づく選定条件」にも該当しない。 ⇒対策完了

対策前

対策後

※対策前：H17～H20
対策後：H30～R1

至村上市

至新潟市

至

村
上
市

対策前（直近4年）
平均1.00件/年

高浜入口交差点

新発田市

至 村上市

至
新
潟
市

たかはまいりぐち

高浜入口交差点
↓

左折車の急な減速や停止に後続車の
対応が遅れ、追突事故が多発

高浜入口交差点
↓

100%減少

●事故対策完了区間の事例

（２）地域の声に基づく選定区間 【国道７号 蛇ノ沢洞門～朝日トンネル】

Plan 問題の把握と対策立案

Do 対策実施 （R1年）

蛇ノ沢洞門～
朝日トンネル

至鶴岡（朝日トンネル）

至新潟

蛇ノ沢3号洞門

トンネルから洞門に続くカーブ区間で
車線逸脱による単独事故が発生

カラー舗装(R1年)

蛇ノ沢3号洞門

至新潟

至鶴岡（朝日トンネル）

至 新潟（蛇ノ沢3号洞門）

至鶴岡

Check 効果の検証

Action 進捗状況の判定

安全化事業が完了し、道路利用者や所轄警察からの評価により
対策効果が認められた ⇒対策完了

＜道路利用者アンケート結果＞

・道路利用者に対策の満足度をｱﾝｹｰﾄしたところ、約９割が満足と評価
・特に、車線逸脱に対しての注意力が向上している。

◆ 対策の満足度（R2） ◆ 対策後に感じたこと

満足
90.7%

どちらでもない
7.4%

不満
1.9%

N=54

車線からはみださないように
気をつけるようになった

カーブの手前で速度を
下げるようになった

その他

特にない ※複数回答可

59.3％

50.0％

5.6％

9.3％

0％ 50％ 100％

・対策後に大きな事故発生などの問題は確認されていない
ため、対策完了の判定で問題ないものと考えられる。

＜所轄警察の意見＞

・工事完了後の状況について、所轄警察に確認し、対策後に大きな問題が
生じていないことを確認。

◆ 所轄警察ヒアリング（R2.12月）

至 鶴岡市

至 新潟市

じ ゃの さわ あ さ ひ



事故データに基づく選定区間 ４区間

地域の声に基づく選定区間 ８区間

●追加選定区間の位置図 １２区間

国道８号 猪子場新田交差点

国道８号 川崎西交差点

国道８号 道の駅うみてらす名立交差点

国道１８号 志交差点

国道１７号 神立（田中交差点）

国道１８号 坂口北交差点

国道１１３号 楢ノ木新田国道１１６号 若生町交差点

国道１１６号 和田交差点

国道４９号 茅野山東交差点
国道８号 長崎交差点

国道８号 宮本東方町

わだ

わこうちょう

いのこばしんでん

ちのやまひがし

ならのきしんでん

かわさきにし

なだち

し

さかぐちきた

かんだつ たなか

みやもとひがしかたまち

ながさき
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●追加選定区間の事例

（１）事故データに基づく選定区間 【国道８号 川崎西交差点】
かわさきにし

追突

1件

16%
左折

1件

17%
右折

4件
67%

＜H27~H30事故データ＞
・死傷事故率

112.5件/億台km
・死傷事故件数

1.50件/年

○箇所概要

路線名 国道８号

箇所名 川崎西交差点

住所 長岡市川崎町

○現地状況

■年次別死傷事故件数

死
傷
事
故
件
数(

件
）

■事故類型別割合（H27-H30）

＜事故発生状況＞

：重傷事故
：軽傷事故
：右折時事故

・右折時事故が多発・右折時事故が多発
（重大事故も発生）

※代表区間のデータ

川崎西交差点

長岡市

長岡駅

至 小千谷市

至 見附市

至

見
附
市

至

柏
崎
市

8

8

17

＜位置図＞

至

柏
崎
市

対向車が手前の車両の
死角に入り見えづらく、
対向車を見落とし衝突

至 見附市

至 柏崎市

右折車①の脇をすり抜ける後
続車②と、対向右折車③とが

衝突する危険あり
①

②

③

追突

3件

100%

至 新潟市中央区

至

阿
賀
野
市

○箇所概要

路線名 国道49号

箇所名 茅野山東交差点

住所 新潟市江南区茅野山

＜位置図＞
○現地状況

■年次別死傷事故件数

死
傷
事
故
件
数(

件
）

＜事故発生状況＞
■事故類型別割合（H27-H30）

追突事故多発

４９
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・朝や夕方は、今までも曙町から亀田体育館までの間で結
構な渋滞になっている。
・交差点までの見通しが悪く、急ブレーキを踏む車や急な
車線変更車両が多く非常に危ないと感じることが多い。

＜道路利用者の声＞
■R2年道路利用者アンケートより

：軽傷事故

茅野山東交差点

新潟市江南区

（２）地域の声に基づく選定区間 【国道４９号 茅野山東交差点】
ちのやまひがし

＜H27~H30事故データ＞
・死傷事故率

59.1件/億台km
・死傷事故件数

0.75件/年

至 新潟市中央区

至
阿
賀
野
市

至 新潟市中央区

至 阿賀野市

茅野山東交差点
↓

先詰まり渋滞発生

交差点手前で急な車線変更を
する車両があり危険

亀田体育館

曙町交差点


